
                         

     

                         

通
行
止 

 

旧
連
谷
小
学
校
近
く
の
県
道
法
面
工

事
の
た
め
、
平
成
二
十
九
年
三
月
十
七
日

ま
で
通
行
止
と
な
り
ま
す
。 

 

千
枚
田
に
行
く
に
は
迂
回
路
が
あ
り
、

二
十
人
前
後
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
通
行

で
き
ま
す
。
な
お
、
通
行
可
能
な
日
も
あ

り
ま
す
か
ら
工
事
規
制
看
板
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
仏
坂
ト
ン
ネ
ル
手
前
が
崩
落
し
、

同
三
月
十
七
日
ま
で
は
神
田
、
東
栄
方
面

へ
は
昼
夜
全
面
通
行
止
め
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

視
察
・
見
学
者
対
応
ア
ラ
カ
ル
ト 

 
(

舜)

は
結
構
な
頻
度
で
視
察
・
見
学
対

応
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
多
忙
に
も
拘
わ

ら
ず
、
表
ず
面
ニ
コ
ニ
コ
と
つ
く
り
笑
顔

で
対
応
し
て
い
る
が
、
訪
れ
る
側
で
は
い

い
気
な
も
ん
で
、
案
内
さ
れ
る
と
実
状
が

よ
く
解
る
な
ど
と
喜
こ
ん
ど
る
。
早
朝
や

夜
中
な
ら
と
も
か
く
、
お
昼
の
ま
ん
ま

(

食
事)

前
か
、
ま
ん
ま
の
後
に
よ
く

頼
ま
れ
る
。 

 

貧
乏
人
で
、
働
か
に
ゃ
あ
喰
え
ん

吾
が
身
に
、
午
前
中
だ
と
仕
事
を
休

ま
に
ゃ
あ
な
ら
ん
し
、
午
後
だ
と
時

間
に
合
わ
せ
て
勤
め
の
豊
川
か
ら

す
っ
飛
ん
で
帰
っ
て
来
に
ゃ
あ
な

ら
ん
し
、
考
え
て
み
る
と
、
何
で
こ

ん
な
ト
ロ
い
事
を
飽
き
も
せ
ん
で
、

せ
に
ゃ
あ
な
ら
ん
か
と
・
・
ま
だ
、

真
面
目
に
話
を
聞
い
て
く
れ
り
ゃ

あ
、
我
慢
も
で
き
る
が
、
バ
ス
か
ら

降
り
る
と
「
う
わ
っ
凄
い
」
と
勝
手

に
行
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
熱
を
込
め
て
説

明
し
て
お
る
耳
元
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ

ヤ
勝
手
に
評
論
が
始
ま
る
。
か
え
っ
て
、

保
育
園
児
の
ほ
う
が
聞
き
分
け
も
い
い

し
、
真
面
目
だ
と
、
我
慢
せ
に
ゃ
あ
な
ら

ん
時
も
し
ば
し
ば
あ
る
。 

 

見
学(

視
察)

者
に
は
、
ま
ず
、
来
た
目

的
は
必
ず
聞
き
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
説
明

を
す
る
。
そ
の
後
、
質
問
へ
の
回
答
と
、

そ
の
順
を
基
本
と
し
て
い
る
。
熱
心
な
見

学
者
に
は
、
こ
ち
ら
か
ら
も
色
々
と
お
聞

き
し
、
勉
強
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
多
々

あ
る
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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視
察
二
題 

◇
十
月
二
十
三
日
、
遠
州
森
町
産
業
農
業

課
振
興
係
か
ら
新
城
市
鳳
来
総
合
支
所

地
域
整
備
課
を
通
し
、
地
域
お
こ
し
に
情

熱
を
持
つ
住
民
二
十
七
名
が
役
場
職
員

の
引
率
で
訪
れ
た
。 

 

視
察
目
的
は
中
山
間
の
抱
え
る
課
題

や
問
題
点
な
ど
を
模
索
す
る
た
め
、
勢
い

の
み
え
る
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
先
進
地

視
察
に
選
定
し
た
そ
う
で
あ
る
。
住
民
ら

は
棚
田
保
全
対
策
、
村
お
こ
し
等
々
、
参

考
に
で
き
れ
ば
。
と
訪
れ
た
。 

(

舜)

は
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
二
十
六

年
間
、
「
地
域
の
宝
」
と
位
置
付
け
、
保

存
継
承
活
動
に
耕
作
者
、
地
域
住
民
共
々

頑
張
り
、
や
っ
と
こ
こ
ま
で
辿
り
着
い
た

苦
労
な
ど
を
混
え
な
が
ら
説
い
た
。
地
域

お
こ
し
の
原
点
は
地
域
の
宝
、
何
処
で
も

あ
る
宝
を
活
か
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

遠
州
森
町
は
「
森
の
石
松
、
茶
の
香
り
～
」

で
知
名
度
も
高
い
、
こ
れ
を
宝
と
し
て
都

市
住
民
が
「
癒
し
」
を
求
め
て
訪
れ
る
環

境
を
創
れ
ば
村
の
活
性
化
に
繋
が
る
で

あ
ろ
う
。
と
助
言
し
た
。 

◇
十
一
月
二
日
、
掛
川
市
か
ら
エ
コ
ロ
ジ

ー
ラ
イ
フ
研
究
会
～
自
然
と
共
生
す
る

有
機
農
業
に
よ
る
「
安
心
安
全
な
食
」
と

「
自
然
豊
か
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
暮
ら
し
」

の
構
築
を
図
り
、
環
境
型
社
会
の
創
造
に

寄
与
す
る
」
を
掲
げ
た
会
員
二
十
五
名
が

無
農
薬
農
法
の
先
駆
者
で
知
ら
れ
る
新

城
の
福
津
農
園
を
視
察
の
後
、
千
枚
田
を

訪
れ
た
。 

 

当
地
を
選
ん
だ
一
つ
と
し
て
環
境
農

法
「
生
き
も
の
と
共
生
し
た
身
体
に
優
し

い
コ
メ
作
り
の
実
践
」
。
優
れ
た
棚
田
の

保
全
管
理
。
ま
た
、
景
観
・
環
境
に
配
慮

し
た
地
元
の
活
動
な
ど
、
知
名
度
の
高
い

地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て
も
一

度
訪
れ
た
い
・
・
で
あ
り
、
環
境
、
自
然 

再
生
は
お
手
の
も
の
と
、
話
が
弾
ん
だ
。 

千
枚
田
生
産
物
の
出
荷 

 

十
月
二
十
九
・
三
十
日
、
㈱
丸
八
製
菓

(

八
雲
だ
ん
ご)

古
米
の
出
荷 

 

同
社
は
平
成
二
十
六
年
か
ら
四
谷
の

千
枚
田
の
古
米
で
五
平
餅
を
つ
く
り
郵

便
局
の
季
節
限
定
の
「
四
谷
の
千
枚
田
五

平
餅
」
と
し
て
宅
配
、
ま
た
、
道
の
駅
「
も

っ
く
る
」
や
新
東
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な

ど
で
好
評
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。 

 

十
一
月
九
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
は

毎
年
、
千
枚
田
の
稲
わ
ら
を
買
っ
て
頂
き
、

広
葉
樹
の
育
苗
な
ど
の
敷
藁
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。 

同
社
で
育
て
た
樹
木
は
環
境
活
動
推

進
事
業
に
供
与
さ
れ
た
り
、
東
北
震
災
地

の
防
潮
林
造
成
に
社
の
環
境
貢
献
責
務

の
一
環
と
し
て
寄
与
し
て
い
る
。 

身
近
な
予
定 

◇
十
一
月
二
十
日(

日)

、
連
谷
ウ
オ
ー
キ

ン
グ 

午
前 

連
谷
地
名
考
・
四
谷
の
千
枚

田
と
環
境 

午
後 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

◇
十
一
月
二
十
三
日
、
一
宮
砥
鹿
神
社
祈

祷 

丸
八
だ
ん
ご
鈴
木
社
長
・
小
笠
原
米

穀
店
・(

舜) 

◇
十
二
月
六
日
、
愛
知
県
ふ
る
さ
と
水
と

土
指
導
員
会
議 

【
会
場
】 

身
平
橋
集
会

場
・
現
地
視
察 

水
力
発
電
「
で
ん
で
ん

ち
ゃ
ん
」 

◇
十
二
月
十
一
日(

日)
 

収
穫
感
謝
祭 

   

行 
 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日 
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